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【 プロジェクトの概要 】 

 
 
【 プロジェクトでの成果等】 

 
今年度の主な実施内容は、街歩きと芸術を繋げるアートイベント「みたらいアートウォーク」の
企画運営に取組み、5 月のゴールデンウィーク時期と 11 月の 2 回開催し、地域内外から多くの
来場者を集めた。      
具体的な内容は以下の通りである。  
  
「みたらいアートウォーク～Spring～」      
目的：御手洗地区を訪れる観光客が年間を通して一番多いゴールデンウィークに、自然の中でア
ートを鑑賞する機会を提供し、アートの購入までの提案を行うことを目的とした。また、期間中、
御手洗にて音楽などのイベントを行う団体または個人と連携して、一緒に地域を盛り上げていく
ことを目指した。  
  
期間：4 月 29 日～5 月 5 日 11:00~16:00（学生は 5 月 3 日～5 月 5 日の３日間展示）  
場所：御手洗地区内のみたらいギャラリーを中心としたアートスペース、および呉市施設。 
内容：  

1. みたらい地区内の展示施設（ブース）における、個展またはグループ展（展示販売）  
2. みたらいギャラリー企画展「心惹かれる小景２」（展示販売）  
3. 広島市立大学芸術学部学生の企画展示「地域展開型芸術プロジェクト」  
4. 「みたらいベース」企画展  

 
2019 年から広島県呉市豊町御手洗（大崎下島）の重要伝統的建造物群保存地区にある

空き家を活用し、地域と協働しながら学生や卒業生のアーティストによるアート活動を
通じた地域の魅力づくりに取り組んでいる。 
美しい瀬戸内の自然環境と歴史的建築物の中で、地域内外の人と交流しながら、街歩

きと芸術を繋げるアートイベントを毎年開催し、2022 年は芸術学部有志の学生による企
画展「てとてと、」を開催。また、夏休みには国際学部、情報科学部の学生が参加し、島
に一つだけある保育所で子供たちに絵本の読み聞かせをしたり、地域住民と協働で空き家
をリノベーションしたりし、作品制作や展示に活用するスペースを作った。 
学生が空き家問題や過疎化する島の現状を現地活動や地域との交流を通じて学び、課題

に向き合いながら地域の活性化に関わっていくプロジェクトを実施している。  



 
「みたらいアートウォーク～fall～」      
期間：11 月 18 日（土）、19 日（日）、11 月 23 日（木）～26 日（日）11:00-16:00  
場所：御手洗地区内のみたらいギャラリーを中心としたアートスペース、および呉市施
設。 
内容：  

1. 田中佐知男 ライブ制作～光を描く～  
会期：１１月１８，１９，２３～２６  
場所：NAYA KITANI（ナヤキタニ）  
・御手洗を拠点に活動する画家田中佐知男による「瀬戸内の光」を中心とし
た油彩・水彩画展示。会場内にアトリエを設置し実際に作品を制作  
  
2. おりでちせ 出張 Shimau.展 ー潮風の音
色ー会期：１１月１８，１９，２３～２６  
場所：ArtLabKITANI（アートラボキタニ）  
・島で見た生き物や情景をモチーフにした、絵や紙雑貨・やきものなどの展示販売  
＊アーティストおりでちせ氏は広島市立大学芸術学部デザイン工芸学科卒業生  
  
3. うさこまち 川手和美二人展「うさぎとかめ」  
会期：１１月１９，２３～２６（１８日はおやすみ） 
場所：船宿  
・点描画作家 川手和美と、日本画イラスト作家 うさこまちの二人展  
  
4. 海がテーマのアート展「海をみにいこう」
会期：１１月１８，１９，２３～２６  
場所：みたらいギャラリー  
・広島や呉のアーティストたちが海をテーマに制作した絵画や彫刻などのアート作品
展 
 



     

 
 



 
その他の取り組みとしては、今年度で 4 年目となる呉市立美術館との連携事業において広
島市在住のアーティスト津川奈菜氏を招聘し、美術館２階スペースで個展を企画し、3 月
に開催した。  


